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第8回DPI世界会議南アフリカ大会
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DPI日本会議

Japan National Assembly of Disabled Peoples’ International

さあ、DPI世界会議へ！

DPI日本会議議長　三澤　了

　2007年に韓国・ソウルで開催された、第７回世界会議から４年が経過しようとしています。韓国会議は、2006年12月の障害者権利条約の採択を受けて、各国における条約の批准、完全履行を目指していくための契機となる意義深いものとなりました。条約については、本年3月現在、98カ国、１地域機関(EU)が批准しており、着実な広がりを見せています。

　日本においても、権利条約批准に向けた、国内法整備を目的とする「障がい者制度改革」の議論が活発に行われています。改革のキーワードは、障害者を「保護、施策の客体から権利の主体へ」、そして、障害の捉え方を「医学モデル」から「社会モデル」とするパラダイム転換です。改革を現実のものとし、高いレベルでの条約批准を勝ち取るための運動の一層の強化が求められています。

　第８回世界会議は、初めてアフリカ大陸、南アフリカ共和国・ダーバンにおいて開催されることとなりました。刻々と変化する国際情勢の中で、障害者の権利を確立する闘いはどのように進められているのか、何を獲得し、課題は何なのか、アフリカの地で大いに語り合いましょう。日本の運動の状況も発信していきましょう！

　DPI日本会議を代表して、皆様のご参加を心よりお待ちしております。
DPI世界議長からのメッセージ

DPI世界会議議長　ウィルフレッド　グズマン J
2008年５月３日、障害者権利条約の発効を、世界中の障害者が祝いました。この日は、DPIそして私たちの仲間たちによる約30年に及ぶ運動が結実した日でした。
そして、この勝利の余韻が残る中、DPIでは、世界中の障害者を集め、われわれの成し遂げた成果を祝い、われわれの目指すものを明確にするための第８回世界会議の準備を進めています。このすばらしい世界的イベントのために選ばれたテーマは、「すべての人のための社会を作る障害者運動の連帯：障害者権利条約とミレニアム開発目標の実現を通して」です。DPIは、権利条約とミレニアム開発目標の関連付けを行い、最終的な目標達成に向け、障害者の継続的な貢献と認識を行います。
DPIは、1981年の設立、その後の国連経済社会理事会（ECOSOC）のオブザーバー権限の獲得などの約30年に及ぶ崇高な歴史を誇りとしています。私たちの勝利は、平等と私たちのモットーである“私たち抜きに私たちのことを決めるな（Nothing about us without us）”への長い道のりの始まりです。
DPIは、全世界134カ国の支部をもつ世界的なクロスディスアビリティの障害者ネットワークです。第８回DPI世界会議は、2011年10月10日から13日まで、南アフリカの私たちの兄弟・姉妹たちによって開催されます。
最後に、この大会の準備に際しての興奮の最中においても、私たちは、行動的で、草の根の人権団体であるという私たちの任務を継続しております。

改めて私たちの祝典と勝利へ、皆さんが参加くださることを歓迎します。
みなさん、連帯して行きましょう。
南アフリカDPI議長からのメッセージ

南アフリカDPI議長　ムジ・ンコシ
南アフリカ議長として、2011年のDPI世界会議の主催者という機会を与えていただき、2011年10月10日から13日まで、南アフリカ・ダーバンのンコシ・アルバート・ルサリ（Nkosi Albert Luthuli）インターナショナルコンベンションセンターにおいて開催される第８回DPI障害者インターナショナル世界会議に歓迎の意を表します。
私たちは、旧ズールー王国、クワズール・ナタール州でのエキサイティングな数日を楽しみにしています。
2011年のDPI世界会議のテーマは、「すべての人のための社会を作る障害者運動の連帯：障害者権利条約とミレニアム開発目標の実現を通して」です。今回の会議では、世界中からの先駆的な専門家の方々にも注目が集まります。報告者は、自立生活やミレニアム開発目標を含む（ただしこれらに限定されない）実践的な取り組みについて発表します。
この大会は、初めての参加者と出会えることだけでなく、国際的な意見の共有やネットワーク・信頼関係を築くこともできるすばらしい機会となることでしょう。
改めまして、私たちは、全ての障害者を歓迎します。また、今回の大会に賛同し開催を可能にしてくれた仲間たちにも大変感謝しています。
私は、皆様がこの大会を楽しむことができることを強く確信しています。南アフリカにいらっしゃったことがある全ての皆様、おかえりなさい。皆さんは、この大会で、新しい出会いと今までのネットワークを拡大することができるでしょう。もし、初めての参加者を見かけた際には、お知り合いを紹介するなど、居心地よく過ごせるよう手助けしてあげてください。
皆さんが、私たちと知り合いかどうかには関係なく、皆様が再訪したいと思えるように努めます。
南アフリカは、2010年のワールドカップの成功を通して、国際大会の主催ができることを世界的に証明しました。国内組織および国際組織の世界会議開催委員は、刺激的で集中的なプログラムの計画立案と、全世界の専門家への呼びかけに取り組んでいます。
皆さんは、私たちの愛すべき国で、興味深く、魅力的で、教育的示唆に富む数日を過ごせることでしょう。

南アフリカ政府も、この大会が成功するための支援を行ってくれています。私は、この刺激的で楽しい大会で皆様にお会いできることを楽しみにしています。
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「私たち障害者は、分裂して倒れるのではなく、連帯して共に立ち上がるのだ」そして、真に「私たち抜きに私たちのことを決めるな」
ＤＰＩ世界会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．ＤＰＩと世界会議

　

ＤＰＩ世界会議は、原則４年に一度開催される大会です。ＤＰＩは障害の種別を問わない、全ての草の根の障害者の集まりであり、障害者の社会への完全参加と平等のために活動しています。世界会議には、あらゆる障害者をもつ仲間が世界中から集まります。2002年には第6回の世界会議を札幌で開催し、110の国と地域から3000人の仲間が集まりました。

２．ＤＰＩ世界会議のあゆみ

	区分
	年月
	開催地
	参加国数

	第１回
	1981年12月
	シンガポール（アジア太平洋ブロック）
	53カ国

	第２回
	1985年9月
	ナッソー（バハマ）（北米・カリブブロック）
	不明

	第３回
	1992年4月
	バンクーバー（カナダ）（北米・カリブブロック）
	100カ国

	第４回
	1994年12月
	シドニー（オーストラリア）（アジア太平洋ブロック）
	100カ国

	第５回
	1998年12月
	メキシコシティー（ラテンアメリカブロック）
	76カ国

	第６回
	2002年10月
	札幌（アジア太平洋ブロック）
	110カ国

	第７回
	2007年9月
	高陽（韓国）（アジア太平洋ブロック）
	71カ国
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◎ 南アフリカ・ダーバン　プチ情報◎  

南アフリカは、アフリカーンス語、英語、バントゥー諸語9言語と多言語にあふれ、気温も22～27度と年間を通じて暖かい気候で、10月頃は２４度くらいになります。時差は日本より７時間遅れです。 ダーバンは、ナタール最大の都市で、インド洋に面しており「ゴールデン マイル」と呼ばれる美しい海岸に沿って観光名所が点在しています。なかでもズールー族の人力車引きが有名で、市内の景観はインド的な雰囲気となっています

第8回ＤＰＩ世界会議南アフリカ大会概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大会名称：2011第8回DPI世界会議南アフリカ大会

テーマ：“Disability Movement United in creating a society for all through the UN Disability Convention and the Millennium Development Goals”
（すべての人のための社会を作る障害者運動の連帯：障害者権利条約とミレニアム開発目標の実現を通して）

期間：2011年10月10日（月）～13日（木）

場所：南アフリカ・ダーバン　

インターナショナル・コンベンションセンター（ICC）http://www.icc.co.za/Home.aspx
主催：ＤＰＩ/南アフリカＤＰＩ

後援：南アフリカ政府/南アフリカ航空

基調講演者：Navanethem Pillay氏（ナバネセム・ピレー氏）

（国連人権高等弁務官）

略歴：1941年　南ア生まれ

1995年　南ア最高裁判所判事代行

ルワンダ国際刑事裁判所(ICTR)判事

2003年～2008年　国際刑事裁判所（ICC）判事
ピレー氏は、昨年世界人権デーに行ったスピーチの中で、障害について「私たち抜きに私たちのことを決めるな」のスローガンにも触れ、この言葉は、他のマイノリティに対しても当てはめることができると述べた方です！

○　世界会議のウェブサイト

http://www.DPI2011.co.za/en/home
○　世界会議スケジュール  
	10月9日（日）
	8：00－17：00
	登録

	
	17：00－19：00
	開会式

	
	19：00～
	ウェルカムパーティー

	10月10日（月）
	9：00－17：00
	全体会

	10月11日（火）
	9：00－17：00
	分科会

	10月12日（水）
	9：00－17：00
	分科会

	
	19：00～
	ディナーパーティー

	10月13日（木）
	9：00－17：00
	全体会／閉会式


分科会　トピック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①　国連障害者権利条約の実施

各国のＤＰＩメンバーたちは、権利条約批准に向けて、国内法の改正に取り組んでいます。この分科会では、各国での権利条約の推進に向けた障害当事者と政府との交渉について、また委員会を設置し、国内法の改正を実施する戦略についてなどが討議されます。

②　自立生活

重度障害者の地域生活を支援する自立生活センターは、アジア・アフリカ・ヨーロッパ地域で、ＤＰＩの次第に重要な位置を占めつつあります。それらCILに所属している当事者が、年金・住居・パーソナルアシスタント等、障害者のニーズを反映した福祉サービスを確立しています。

③　ミレニアム開発目標

貧困は、途上国に住む障害者にとって最大の障壁といえます。

私たちは、各国における、国連・ＷＨＯ・ＵＮＥＳＣＯ・ＩＬＯ・国際ＮＧＯ団体等を巻き込んだ支援活動について、そしてその活動の中で当事者はどのような役割を果たせるのかについて議論します。

④　障害者とＨＩＶ/ＡＩＤＳ

アフリカ地域の障害者にとって、ＨＩＶ/ＡＩＤＳの根絶は緊急課題です。南アメリカやアジア地域においても、いまだにこの問題の最良の解決法は見つかっていません。この分科会の発表者からは、障害者とＡＩＤＳ問題に対する試みについての報告があり、また、国際団体の役割について討議を行います。

⑤　障害女性

障害女性は二重の差別を受けています。この分科会の発表者として、障害女性が、自国での彼女たちの活動の報告と、障害女性への差別の減少に繋がる成果について報告が行われます。参加者は、多くの良い試みを学ぶとともに、情報共有を図ることができます。さらに、今後の戦略の討議を行い、宣言の採択を行います。

⑥　リーダー育成

障害者の若手リーダーの育成は、どの国においても重要な課題です。情熱的な若手リーダーの活動は、多くの良い結果をもたらしてきました。そこで、各国で、若手障害者リーダーが、どのような団体や活動を組織したのか、どのようにエンパワーメントを行っているのかについて情報の共有を図ります。そして、若いリーダーたちの団結の試みを発展させます。

⑦　ユニバーサルデザイン・テクノロジー

障害は、環境によって作られます。アクセシブルな建物、公共交通機関、コミュニケーション支援の手段は、差別をなくしていくために不可欠なものです。報告者は、この問題に関する取り組みや情報の共有を行います。
⑧　自己表明（政治参加）

障害者は、地方政治や国政などの全ての状況において、声を上げ、権利の主張を行わなければなりません。「私たち抜きに私たちのことを決めるな」が、国連障害者の権利条約のスローガンなのですから。

⑨　障害に関する調査と研究

全ての政府の計画は、正しいデータに基づいて立てられなければなりません。望まれていない施設の建設などは、間違ったデータに基づいて立てられた障害計画の結果といえます。今までの調査は、当事者の参加がなされずに行われてきました。この分科会では、どのように私たちも参加した形でのデータ収集を実現するのか、政府にどのように情報を公開させていくのかの戦略について討議します。

⑩　障害とメディア

障害者の運動において、メディアからの支援は必要なものです。社会的マイノリティである障害者は、市民や政府、メディアに対しても、自分たちの生活、差別、アクセシブルでない建物、パーソナルアシスタントの不足等について訴えていかなければなりません。それにより、福祉サービスの充実や政府の制度改革を進めていかなければなりません。







←ダーバン











